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Table-2工費の比較

使用材料 材 料 費 工 ■卜廿 工 費 1m当りの
(千円) (千円) (千円) 単 価 (円)

直 に営 よ方 る式施工 LLt 砂 675 2,500 3,175 1,400

砕 石 1,050 2,500 3,550 1,560

鉱 樺 829 2,500 3,329 1,460

尊 に門 よ業 る者施工 山 砂 684 4,382 5,066 2,220

砕 石 1,368 4,485 5,852 l2,570

15 まとめ

本工法の探脚 二より,当該地盤の緩い砂層の改良が非

常に経済的にかつ有効に行われた｡ しかしながらサンド

パイルの設計に,サンドコンパクションパイル工法の設

計手法を用いたため,当初目標 としたN値10より若干小

さな結果 となったことも事実である｡今後生じるであろ

う本工法に対する設計 ･施工の-資料 となれば率いであ

る｡

固抄 録

鮎慧道鹿睦3g暴地の
悶風習閣◎施三

斉藤 義信* 紺野 磯郎**

国道45号線改築工事 (気仙沼バイパス)の--環 とLで,

赤岩 トンネルをNATMにて施工 した｡本 トンネルは,

その過半を占める区間が弾性波伝播速度5km/sec程度の

砂払 及び粘板岩で良質の中硬岩であり,建設省として

も最初の試みであるo

l 工事概要

工 事 名 :赤岩 トンネル工事

発 注 者 :建設省東北地方建設局
工 期 :自昭和55年6月～至56年2月

工事場所 :宮城損気仙沼市松川前地内

*東北(支)気仙沼(出)工事係長
**東北(支)気仙沼(出)所長
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延 長 :a-142.5m

掘削断面 :上半51.035m2,下半26.798m2

2 施工パターン

各施工パターンを,Fig.-1に示す｡

各施工パターンの諸元をTable-1に示す｡

パタ-ンAl

r+5.032ヰト-457
パタ-ン Bl

パタ-ンAn
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Fig-1 施工パターン図

Tab一e-1各施工パターンの諸元

′ぞターン Al l All B王7 BⅠ1

-発破長 1.8m 1.8m 1.1m 1.1m

吹付 けコンクリート 5cm 7cm loc°5cm 7cm 10cm 10cm

鋼製支保工 H-175

ーコックボノレト 径 D25 D25 D25

長 さ 且=2.0m 且-2.Om 且=2.0m

本 数 7本 15本 4本

縦 ピッチ 1.8m 1.1m 1.1m

二次覆工摩 40m 38m 35m 45m35m

岩種区分 A A B B

上段,下段の区別は上半,下半の区別である｡

3 割孔 ｡発破

発破方法は一部スムースブラスティングを行ったが,

当該地質のような節哩の発達している場合は節理に治 っ

て剥脱するので,全周にわたって滑らかな面 とすること

ができなかった｡火薬量は岩種Aで上半0.6-0.7kg/m3,

下半0･3kg/m3,岩種Bで上学0.4-0.5kg/m3,下半0.3k9

/m3であった｡

4 【コックボル ト

現地町工場にて異形鉄筋 (SD30)を加工させ,全面接

着聖とし,セーフロック0201,0403の組合せを使用した｡
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5 吹付けコンクリー ト

トンか レ延長が短いのでプラントは坑口に設置し,コ

ンクリートを切羽-圧送した｡その配合はTable-2のと

おりで,設計量に対する実吹付け量比は1.8であった｡

急結剤はコニックス335を使用した｡

Table-2吹付けコンク1)-ト配合表

凍七メントlt 水セメント紗 砂 利 急結柑i★エコ十 S/A(%)W(kg)C(kg)S(kg) G(kg)13(春争石) 50 601753501,loョ737 14

6 サイクルタイム

各施工パターンにおけるサイクルタイムをFig,-2に示

7 コンクリー ト覆工

Fig-3に示すとおり打設後10日位からクラックの発生

がみられ10ヶ月経過した時点でも尚増数している｡クラ

ックの最大幅は0.8mmである｡

8 施工主要機械

本工事の施工に用いた主な機械をTab暮e13に示すO

日 発怒進行 18m)

〟

I＼r ＼ ｣

iO50m ま05〔)m-- ･ -･- ･ -･F

Fig-3 コンク1)-ト綴工後10日経過時点の
クラック発生状況展開図

Table-3 使用機械
機 械 名 称 台数

掘 削 1

ず り 出 し 2

1

吹付けコンクリート 1アリバ 260 1

3ブームクローラージャンボ(蟹江) 1 別孔と作用

汁 + 1

9 計測結果

内空相対変位,ロックボル ト引抜試験,地中相対変位,

ロックボルト軸力分布の各測定を行った｡砂岩ではゆる

(1発破進行 18m)

Fig-2 サイクルタイム
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(1発破進行 lBrn)
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み領域は深さ1m以内,また,粘板岩については節理が

かなり発達し,その部分に薄く粘土をかみ,ゆるみ領域

は2-3m以上であると測定結果から判定した｡

10 まとめ

(1)在来工法に比べ加背が少なく作業性が良かった｡

(2)断面が大きい為,一次覆工面の局部的突出の測量管

理が難しく,コンクリート打設時点での管哩となり,

打設サイクルに影響を及ぼした｡そこでこの様な断面

を施工する場合は架台を製作し,セントルに先行させ

て出来形管理を行うべきであった｡

(3)掘削時,湧水が殆んどなかったこと,またクラック

発生については無知宕鼠 無防備で､ぁったこと等によっ

てクラックの発生をみてしまった｡道路 トンネルでは

美観上好ましくなく,導水工法,樹脂注入工法等にて
補修をしたが,結果は良好ではなかった｡今後種々の

問題があるとは思われるが,クラック発生防Lhニ良策

を建て解決されることを切望する｡

圏抄 銀

睦ンネ弛ずり出』鋤<[禦iA侶

小川 明男*

断面図に示すとおり,小断面であるため,電車,シャ

トルカーの前後の往来がむずかい ､O無人用電車を用い

て運転手と誘導員を省き,ずり出しを無人で行う｡

1 工事概要

盾 所 名 :関東支店矢倉出張所

工 事 名 :矢倉発電所第-工区

工事内容

上流白砂川取水口から発電所手前までの導水路 (節

面積4.416m2) を建設する｡掘削は白砂川柳克 小宿

横坑の2方向から同日精 工する｡白砂川,小宿上に日､

ンわ レはシャットルカー'(20m3) で竃銅貨し,小宿下口

トンネルはズリトロで行う｡ずり出しの無人化は小宿

上ロトンネル (延長1435m)て1号う｡

串機械部電気課
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Fig-1 工事概要図

Fig-2 トンネル断面図

2 無人用電車

卜一敗仕様〕

定格けん引力

最大けん引力

定格速度

許容最大速度

最小曲線半径 (スラック30mm)

運転整備重量

軌間

全長 (連結器中心間)

全幅

連結器

連結器高さ

主電動機

制御方式

蓄電池

空気ブレーキ

回生ブレーキ

手動ブレーキ

〔運転方法〕

600kgf

llOOkgf

6.5knv/h

15km/h

4m

4.1tf

762mm又は610mm

4040mm

1100mm

1600mm

325mm

lli'l力6KW電圧90V

サイリスターDCチョッパー方式

形式VCC-7p

非常時繭玉式停止用

抑連用 停止用

駐車用

左ペンターント左自数日OX/マスタ-コントローフ-
右日勤BOXメタルコネクタ-

､＼､LSRl電整
LSR2
LSR3

右ペンダントスイッチ

読

シャソトルカ- LSR3

Fig-3 運転系統図

LSR:完全隅木形永久滋石


